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平成30年	 第３回（定例）西	 米	 良	 村	 議	 会	 会	 議	 録（第３日）	 

平成30年９月20日（木曜日）	 

	 

議事日程（第３号）	 

平成30年９月20日	 午前９時00分開議	 

日程第１	 認定第２号	 平成29年度西米良村特別会計国民健康保険事業勘定会計歳入歳

出決算認定について	 

日程第２	 認定第３号	 平成29年度西米良村特別会計国民健康保険診療施設勘定会計歳

入歳出決算認定について	 

日程第３	 認定第４号	 平成29年度西米良村特別会計介護保険事業勘定会計歳入歳出決

算認定について	 

日程第４	 認定第５号	 平成29年度西米良村特別会計後期高齢者医療事業歳入歳出決算

認定について	 

日程第５	 認定第６号	 平成29年度西米良村特別会計簡易水道事業歳入歳出決算認定に

ついて	 

日程第６	 認定第７号	 平成29年度西米良村特別会計下水道事業歳入歳出決算認定につ

いて	 

	 

	 

本日の会議に付した事件	 

日程第１	 認定第２号	 平成29年度西米良村特別会計国民健康保険事業勘定会計歳入歳

出決算認定について	 

日程第２	 認定第３号	 平成29年度西米良村特別会計国民健康保険診療施設勘定会計歳

入歳出決算認定について	 
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算認定について	 

日程第４	 認定第５号	 平成29年度西米良村特別会計後期高齢者医療事業歳入歳出決算
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認定について	 

日程第５	 認定第６号	 平成29年度西米良村特別会計簡易水道事業歳入歳出決算認定に

ついて	 

日程第６	 認定第７号	 平成29年度西米良村特別会計下水道事業歳入歳出決算認定につ

いて	 
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１番	 中武	 智和君	 	 	 	 	 	 ２番	 白石	 幸喜君	 
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村長	 -------------------	 黒木	 定藏君	 副村長	 ---------------	 黒木	 義光君	 

教育長	 -----------------	 古川	 信夫君	 総務課長	 -------------	 梅本	 昌成君	 

むら創生課長	 -----------	 牧	 	 幸洋君	 会計管理者	 -----------	 土持	 光浩君	 

福祉健康課長	 -----------	 吉丸	 和弘君	 村民課長	 -------------	 田爪	 健二君	 
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午前９時00分開会	 

○事務局長（濵砂	 雅彦君）	 一同、ご起立ください。一同礼、ご着席ください。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ただ今の出席議員は８名です。定足数に達していますので、た

だ今から、平成３０年第３回西米良村議会定例会３日目の会議を開きます。	 

	 本日の議事日程は、お手元に配布したとおりであります。	 

―――――――――――――・―――――・―――――――――――――	 

日程第１．認定第２号	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 日程第１、認定第２号平成２９年度西米良村特別会計国民健康

保険事業勘定会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。提出者の説明を求めま

す。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 ただ今上程いただきました、認定第２号平成２９年度西米良

村特別会計国民健康保険事業勘定会計歳入歳出決算認定について、提案理由の説明を

申し上げます。	 

	 まず、本村国民健康保険事業の概要でございますが、平成２９年度末の被保険者数

は３０１人、世帯数が１８８世帯で、前年度と比べ２人それから７世帯の減となって

おります。医療費の状況につきましては、総額は９，７２４万５，０００円で、前年

度と比較いたしまして、５，００８万３，０００円、３４．０％の減となりました。

１人あたりの医療費は４０万９５９円で、前年度と比較しまして６万３，３９６円、

１３．７％減となりましが、県内２６市町村中９番目となり、県平均より高い状況に

ございます。	 

	 次に決算の概要について申し上げます。平成２９年度決算額は、歳入３億３，６４３

万５，１５５円、歳出２億９，４１８万５，７６９円で、差引４，２２４万９，３８６

円が次年度への繰り越しとなります。	 

	 主な歳入についてご説明申し上げます。保険税２，３３０万３，９００円は前年度

とほぼ変わりがありません。療養給付費等交付金９３万１，０００円は支払基金から

退職者医療分として概算交付されるもので、年度中の制度廃止により、前年度に比べ、
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４６万６，０００円の減となりました。	 

	 前期高齢者交付金６，２４３万７，５１３円は、前年度の６５歳から７４歳までの

医療費をもとに社会保険支払基金から概算交付されるものでございます。	 

	 共同事業交付金は２，４５５万３，７６１円で、その内訳は高額医療費共同事業

９３万８，９３７円、保険財政安定化事業が２，３６１万４，８２４円で、前年度比

２，３０８万５，０８０円の減額となりました。	 

	 次に、主な歳出について申し上げます。	 

	 保険給付費は９，７６１万９，９４８円で、そのうち一般被保険者の療養給付費は

８，７４５万２，４８９円、前年度比１７．３％の減となりました。また、一般被保

険者の高額医療費は９２６万２，５５７円で、前年度比４７．３％の減となりました。	 

	 後期高齢者支援金１，７２３万２，５３５円及び介護納付金５６４万６，６１６円

は支払基金が算定して概算納付金額によるものでございますが、それぞれ２．５％の

減、１．７％の減となっております。	 

	 基金積立金３，９２０万円は、前年度繰越金を調整した後、財源として積み立てて

おり、平成２９年度における積立金の現在高は１億４，１５６万７，０００円で、前

年度比１，０７１万６，０００円の増となりました。	 

	 以上、決算の概要についてご説明申し上げましたが、本案は先に開催いたしました

国保運営協議会に諮問し、異議なしとの答申をいただいているところでございます。

詳細につきましては、ご質疑に応じまして、担当課長をして説明いたさせますので、

よろしく認定いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 提出者の説明が終わりました。これより質疑を行います。認定

第２号について質疑はありませんか。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 担当課長にお伺いしたいと思いますが、今、村長より提

案理由がございました。その中でもございましたが、やはりまだ１人当たりの医療費

が高いということで、県内の順位が２６市町村中９番目ということでございますし、

依然としてという説明の内容もございますが、平均でも高い状況になっているという
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ことでございました。	 

	 本村におきましては被保険者数、母数が少ないので、１人でも高額の利用者がいると

平均値が上がってくるのはしょうがないということは重々承知しておりますけども、

今後こういった医療費抑制のための効果的な対策、どのように対策を講じていくのか、

考えておられるのか、伺いたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。国民健康保険の

医療費につきましては、今ありましたとおり、県内平均より高い状況にございます。

これを抑制していくために、今まで行ってきた取り組みをさらにしっかり取り組んで

いくというのが、今後必要になろうかと思っております。具体的に申し上げますと、

今３つ取り組んでおりまして、１つ目に、健診の受診率を上げて病気の早期発見・早

期治療につなげることで重症化を防ぐ取り組み。これが一番大きなものだと思ってお

ります。それから２つ目に重複多重医療機関の重複多重受診者の適切な診察方法の説

明。それから３つ目に後発医薬品、ジェネリックの推進があると考えております。	 

	 まず１つ目の健診事業につきましては、実は昨年度初めて特定健診で県内１位の受

診率を挙げることができました。各種がん検診につきましても県内トップクラス、１

位２位の受診率を挙げているところでございます。しかし、やはり４０代５０代の働

き盛りの方々の受診が少ないということになっておりますので、これが問題だと思っ

ておりまして、若いからといって過信をせずに、しっかり受診をすることで重症化を

防いでいく、こういった取り組みが大切だと思っておりますので、今後も丁寧に、何

度も受診を促すような取り組みをさせていただきたいと思っております。それから重

複多重受診者につきましては、国保連合会からデータをいただけることになっており

ますし、私どものレセプトで確認することもできることになっております。そういっ

た方々を対象に、保健師から適切な医療機関の受診方法について、訪問等を行うこと

で、指導を行ってまいりたいと思っております。それからジェネリック医薬品、いわ

ゆる後発医薬品につきましては、オレンジタイム等でも話しているんですけど、希望

者に対しましては、保険証に後発医薬品を使います旨のシールを貼らせていただくよ

うにしております。それをすることによって、１回１回医療機関で説明をしなくても、
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後発医薬品を使っていただけることになりますので、こういった３つの取り組みをす

ることによって、医療費の削減につなげていきたいと思っております。	 

	 なお平成２８年度は県内で医療費が２番目に高かったところです。これが昨年度は

９番目まで下がりました。一応、今年度はまだ途中にはなるんですけども、今のとこ

ろ２３番目と、かなり低くなってきてはおります。ただ議員がおっしゃったとおり、

分母が少ないものですから、１人が大きい病気をされますと、変動が非常に大きいと

いうことがありますので、そういったところも気をつけて、今後も予防活動に取り組

んでいこうと思っております。以上でございます。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 補足説明いたします。今、課長の説明にありました、働き盛

りの人たちの健康管理をどうするのか。これはきわめて重要な問題だと思います。議

員各位お気付きのとおり、最近は５０代６０代の方で非常に重篤な病気になられたり、

残念な結果になられた方が目立ちます。それらを見ますと、やはり健診がまだ徹底し

ていないということがあります。特に働き盛りの方は仕事があるからなかなかできな

いというのも事実でありましょうし、それから特に脳疾患とか心疾患というのは、ど

こでも検診ができにくいというのがございますから、年寄りは江戸に行きまして、わ

けもんはヨーロッパに行きますが、働き盛りには何してくれるかという話がありまし

たから、一緒に働いてくださいと言いましたが、働くための健康管理をしっかりする

手立てを考えろということを今、指示しておりますので、できましたら来年度ごろか

らそれらの対策を打っていきたいと考えております。検討中でございます。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 了解いたしました。しっかりと原因それから問題点とい

うのは把握されておられるようでございます。今後は村長の答弁にございましたけど

も、効果的な保健指導、それから受診率のアップにつなげていただければと思います。

そしてやはり幸福度の高い村づくりということで、健康が大事だと思います。よろし

くお願いしたいと思います。以上です。	 
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○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 それでは担当課長にお伺いをいたします。関連になろう

かと思うんですけども、特定健診に基づく特定保健指導の件ですが、やはり毎年同じ

ような方が対象となって、同じような指導をされているということで、マンネリ化し

て改善に結びつかないという主要施策の中に記載がされております。確かに同じ内容

であれば同じ指導になろうかと思いますので、そういったことが発生するかと思いま

すが、今後も改善をしていきたいということで記載されておりますが、現在具体的に

新たな取り組み等を検討されているのであれば、お伺いしたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 保健指導につきましては、確かに同じ症状が次の年も

続けば、同じような指導になってくるということでございますが、実は昨年度から保

健指導用のアプリを活用させていただいております。決算書にも出ておりますが、月々

５００円の１２カ月６，０００円という、割と安価な使用料で使わせていただいてお

るんですが、このアプリにつきましては、保健指導の１０ｃｍぐらいある分厚い専門

誌、５冊分ぐらいのデータが入っているそうなんです。そしてインターネットがつな

がるところではいつもそれが最新のコンテンツにつながって、最新の保健指導であっ

たりそういったものが確認できる。また動画で配信されているので、うちの保健師の

説明プラス全国的に今、中心となっている保健指導の方法、そういったものを見るこ

ともできますし、栄養指導についても同様に使えることになっておりますので、私た

ちの保健師も日々最新のことを研究しながら、最新の情報に基づいて指導させていた

だこうと思っております。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。そういった動画等も使って視覚にも訴え

ながら、よりわかりやすい説明等を行っていただいて、みずから改善していかなけれ

ばならないという気になってもらわないと、改善しないと思いますので、そういった

意識系も高めていただければと思います。以上です。	 
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○議員（３番	 上米良	 玲君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ３番、上米良	 玲君。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 ５７ページの各検診の負担金のことなんですが、脳ドッ

クの負担金が昨年度の決算の折には２６万円、今年度は１７万５，５００円というこ

とで、自分も脳ドックとミニ人間ドックを交互に受診させていただいているんですが、

そういう関係で今年度は少なかったのかなと思っているんですが、全体的な受診率と

状況の説明をお願いします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 脳ドックにつきましては今、市民の森病院、それから

鶴田病院、公立多良木病院、３つのどちらかの病院にかかっていただいて、その分を

負担させていただくという制度になっておりまして、確かに平成２８年度の受診者数

が４０名でございました。平成２９年度については２７名ということで、数が減って

おります。ただこれは各年変動がありまして、今回はたまたま少なかったんだろうと

思いますが、ただ定数として４５名設けております。こういったものをしっかり使っ

ていただけるように、私たちも周知を徹底したいと思っております。	 

	 あと、各がん検診等につきましては、胃がん検診については定員９０名に対して７７

名でございました。子宮がん検診につきましては定員６０名に対して４３名、前立腺

がん検診につきましては定員６０名に対して６３名。これは定員より上回っておりま

す。それから、大腸がん検診につきましては定員３０名に対しまして１５名。ミニ人

間ドックが定員２０名に対しまして２０名。これはちょうど予定したとおりでありま

す。乳がん検診につきましては定員６０名に対しまして５５名。肺がん検診につきま

しては定員５名に対しまして２名。あと肺がんのヘリカルＣＴにつきましては定員３

０名に対しまして３０名となっております。これも実は受診率を見てみますと、県内

トップクラスの受診率にはなっているんですが、それぞれ検診が２０数％から３０

数％という受診率になっております。これは国の定める方針でいきますと、実はがん

検診は５０％以上にしましょうという目標があります。これを考えますとまだまだ受

診を促していく必要があるのかなと思っておりますので、福祉課一同、どうやったら

受診率が上がっていくのか、検討させていただいて、今後に生かしていきたいと思っ



—	 	 —	 9	 

ております。以上でございます。	 

○議員（６番	 中武	 勝文君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ６番、中武	 勝文君。	 

○議員（６番	 中武	 勝文君）	 先ほどの福祉健康課長の説明の中で、これからどうした

ら受診者が増えるか検討していくということでありましたが、行かない人はだいたい

わかっておるだろうと思うんですね。私も昔聞いたことがあるんですが、「検診に行け

ばがんが見つかって死なにゃいかんもんな」という極端な話をする人もおられて、「行

けば早いうちに見つかって治療すれば長生きすっとじゃが」という話をしながら、焼

酎を飲んだことがあったんですが。区長・組長さんで行かない人がわかっているとい

うことであれば、直接、回覧板などを持って回る時に、「いついつに検診があるから行

きやいな」と。「行ってください」ではなくて「行きやいな」というぐらいのことを言

って、そうした方が本人のためにもなるんではないかなと思うんですね。それでも絶

対行かんと言われればしょうがないことだけども、区長・組長さんの中に、そういう

情報を出して、誘ってくださいという話をするのも１つの手ではないかなと思います。

特に４０代５０代のころは、先ほど村長も言われましたように、仕事が忙しくて、１

時間２時間も大事な時期もありますので、そのへんもよく理解はするんですけども、

やっぱり自分のことだという気持ちを説得するというのも、ちょっと言いすぎかもし

れないけど、区長さんの仕事でもあるのではないかなと感じますので、ぜひそういう

ことも含めて検討していただければと思います。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ありがとうございます。今いただいた意見も、今後活

用させていただきたいと思います。ちなみに区長さん方につきましては、健康づくり

推進員の委嘱もさせていただいておりまして、一緒になって健康づくりについて考え

させていただいているところでございますので、今後そういった協力体制もとれない

かということもあわせて検討してまいります。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 
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○村長（黒木	 定藏君）	 詳しくは検討中ですから、方向性だけを申し上げますと、おっ

しゃいますように、検診に行かない人は、わりと傾向的にはそういう人たちの群がい

るというのは事実ですし、例えばレントゲンに見えて、ちょうどいい機会ですから血

液を採って調べましょうかと言うと、「そんげすっと何か出たらぼくじゃが」とおっし

ゃる方がいるのも事実なんです。それで、どうしたら検診率を上げられるか、どうし

たら村民の皆さんの健康を保てるかということを考えた時に、やっぱりこの検診活動

を徹底するのが第一番だと思います。それで今、議員からお話がありましたように、

健康推進員に区長さんを頼んでいるんですが、１つには、決まった方法ではないけれ

ども、報酬をつけた健康推進員、いわゆる検診の推進員というのをつくって、その人

たちに回っていただくこと等も含めてもいいんじゃないかと。それから忙しい人は、

１０月の５日にしますと言って、年に１回ではできないんですよ。だから若い人たち

が脳ドックに行くのなら、年に３回ぐらい予定してもらいます。そして周年でする。

それはもちろん受ける医療機関がありますから、ちょっと打ち合わせないとできませ

んけど。そうしたらどれかでは行ける、ということになるのではないかと。そしてそ

の日は、村外でしたら村のマイクロバスで連れて行く。そういうことをやってでも、

病気が発生しなければ、個人的にも村の費用も、大きくプラスになっていくと思いま

すので、それらを含めまして対策を本格的に考えてみたいと思っております。以上で

す。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 それではお伺いをいたします。昨年度も聞かせていただ

いたことなんですけども、基金残高が今年１，０００万円程度増えておりました。基

金利息の３万２，７１０円とそんなに大きな金額にはなっていないんですけども、今

後の基金の運用の方法について、昨年会計管理者と相談して決めていきたいという話

だったんですけども、現在どのようにお考えか、お伺いします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 昨年度もご質問いただいたということで、拝見させて

いただきました。この基金条例を見たところ、この基金につきましては、保険給付支
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払財源の不足が生じた時、または保健施設事業実施に充てるため積み立てるものとす

る、ということになっておりまして、おっしゃるとおり、平成２９年度末に１億

４，１５６万７，０００円の基金があります。国民健康保険の被保険者が、今度西米

良村から、宮崎県と西米良村に変わったということになりまして、確かに医療費の給

付につきましては、県の方でとりまとめて、こちらの方に出していただけることにな

りますので、大きな費用負担は心配が減ったのかなと思っております。ただ、医療費

の負担が大きくなると、保険料に返ってくるというのが世の常でありまして、保険料

が上がってくる、保険料が上がるのに対して、急激に村民に負担を求めると、村民の

生活が苦しくなることにもなりますので、上げることにはなっていくと思うんですが、

なるだけ緩やかに上げて、その足りない分を基金から取り崩して充てていくというこ

とで、当面はそのような取り扱いをさせていただきたいと思っております。ただ、お

っしゃるとおり、非常に大きいものもありますので、これもやはり検討が必要かなと

思っているところでございます。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。もちろん特定目的基金でありますし、果

実運用型ではないと思うんですけども、金額も金額でありますし、おそらく急に全て

を取り崩してということは発生しないものだろうと思いますので、そういった安定的

な財源確保の観点からも、運用利息がちょっとでも増えていくような形の運用をして

いただくのもあるんじゃないのかなと思いますので、また検討の方、よろしくお願い

いたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ほかにありませんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。討論はありま

せんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 討論なしと認めます。これで討論を終わります。	 

	 これから、認定第２号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり認定す
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ることに、ご異議ありませんか。	 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 異議なしと認めます。従って、認定第２号平成29年度西米良村

特別会計国民健康保険事業勘定会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定

することに決定しました。	 

―――――――――――――・―――――・―――――――――――――	 

日程第２．認定第３号	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 日程第２、認定第３号平成２９年度西米良村特別会計国民健康

保険診療施設勘定会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。提出者の説明を求

めます。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 ただ今上程いただきました、認定第３号平成２９年度西米良

村特別会計国民健康保険診療施設勘定会計歳入歳出決算認定につきまして、提案理由

の説明を申し上げます。	 

	 まず診療の状況でございますが、平成２９年度の入院患者数につきましては、のべ

１，９９５人で、前年度比べ、８８人の増となっております。歯科を含めた外来患者

につきましては、のべ１万１，９２０人で、前年度に比べまして１８３人の減となっ

ております。	 

	 次に平成２９年度の決算について申し上げますが、歳入総額が２億８，０７９万

９，７２１円、歳出総額２億７，０７５万２，４９２円となり、差引１，００４万

７，２２９円が次年度への繰越となっております。	 

	 主な歳入についてご説明申し上げます。入院・外来・歯科収入及び一部負担金を合

わせた収入は９，８４３万１，３０３円となり、前年度に比べまして９．２％の増と

なりました。	 

	 次に主な歳出についてご説明申し上げます。総務費２億４７９万６，３２１円は、

施設内水道水の塩素濃度を調整するための工事請負費などによりまして、前年度比

３．３％増となったところであります。医療費４，５６９万８，３８９円は前年度に
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調整した歯科の診療台や、老朽化した医療機器の更新が少なかったこと等によりまし

て、前年度比１０．９％の減となりました。公債費でありますが、２，０２５万

７，７８２円でございます。診療所建設に係る起債の償還金でございますけれども、

２８年度からはピークを超えまして、減額に転じております。前年度比５９．３％の

減となっております。なお償還は平成３１年度が最終年度となるところでございます。	 

	 以上、決算の概要について申し上げましたが、本案は先に開催されました国保運営

協議会に諮問し、異議なしとの答申をいただいたということであります。詳細につき

ましては、ご質疑に応じ、担当課長並びに事務長をして説明いたさせますので、よろ

しくご審議の上、認定賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 提出者の説明が終わりました。これより質疑を行います。認定

第３号について質疑はありませんか。	 

○議員（７番	 濵砂	 恒光君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ７番、濵砂	 恒光君。	 

○議員（７番	 濵砂	 恒光君）	 担当課長に伺います。小川診療所の受診者数は月に何名

ぐらいでしょう。それと２１ページ、診療所３階の改修をなされておりますが、これ

の説明をお願いいたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 診療所事務長。	 

○診療所事務長（渡邉	 智紀君）	 ただ今の質問にお答えいたします。小川出張診療所の

受診者数になりますけれども、月にだいたい８名から９名、午後２時から４時半ぐら

いまでの時間で診療を行っております。毎月第１金曜日、訪問診療をしております。

年間でのべ９４人の受診となっております。毎年１１月にはインフルエンザの予防接

種も、小川地区の方は小川出張診療所で受けられるように準備をしていっているとこ

ろです。以上が小川出張診療所の受診状況です。	 

	 診療所３階の改修工事につきましては、診療所に当直・代直で泊まっていただく部

屋が１部屋ございました。どうしても県立宮崎病院の方から研修医の先生、宮崎大学、

自治医科大学の方から研修の学生等が重なってくることがございますので、当直室を

もう１部屋ということで、３階のカルテ庫の方を改修しまして、部屋を設けたところ
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でございます。現在研修医の先生、研修の学生さんに利用いただいて、有効に活用さ

せていただいているところでございます。以上です。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 それでは担当課長にお伺いしたいと思います。１１ペー

ジ、１２ページになりますが、診療収入の中で諸検査等収入がございます。その中

で、事業所の定期検診の受託料というのが約８万３，０００円ほど額が上がってきて

おりますが、現在診療所で検診の受託をされている事業所は何件ぐらいあるのかとい

うことと、近年、昨年、一昨年でよろしいですけども、増減があったのかどうか、そ

のへんまで教えていただきたいと考えます。	 

	 それから１８、１９ページでございますが、総務管理費の診療所の一般管理費、搬

送者・運搬技術員の報酬ということで３２９万３，０００円ほど決算額が上がってき

てございます。これにつきましては、専門的な救急体制が本村にはないということで、

大変ありがたい体制だと考えておりますけども、平成２９年の決算を見ると５０件ほ

どの搬送があったと記載がされておりますが、現在何名の体制でやられておるのかと

いうのと、何か特に問題点はないかをお伺いしたいと思います。	 

	 それともう１点、同じ１９ページですけども、代直医、当直医の賃金ということで

５０３万７，０００円ほど決算額が上がってきております。今は片山先生が定着医と

いうことで、本村に定着されましたので、これは本当にこちらもありがたいことでご

ざいますが、代直医の先生を、宮崎の江南病院、それから宮大の附属病院、公立多良

木病院、それから県立宮崎病院から派遣をいただいておるということが書いてござい

ますけども、現在全国的に、県内もそうですけど、お医者さんが足らないという状況

の中で、こういった医療機関があるというのは本当にありがたいことですけども、協

力していただけることについては、無理なく協力していただいているのか、現状どう

なのか、問題点等がないのか、その３点をお聞きしたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 診療所事務長。	 

○診療所事務長（渡邉	 智紀君）	 ただ今の質問にお答えいたします。まず事業所健診に

つきましてですけども、現在診療所の方で健診を受けていただいている事業所につき
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ましては、社会福祉協議会、天包荘の職員と入所者の方、米良の庄、ＪＡ西都西米良

支所、西米良調剤薬局、役場職員と臨時職員の健診と米良食品、一部森林組合のハチ

の抗体検査等の検診を行っております。増減につきましてですが、以前の議会でもお

話させていただきましたが、森林組合の西米良支所の方が今年からしていないという

ことで、その分が減っているところでございます。	 

	 次に搬送車の運転手につきましてですが、年間５０件ほどの搬送があるということ

ですが、これは昼間も入れての５０件となります。搬送業務につきましては、平日の

昼間は診療所職員と福祉健康課の職員の方で対応させていただいているところです。

休日、夜間につきましての搬送車の運転につきましては、嘱託ということで、現在４

名の方にお願いをしておるところです。	 

	 問題点につきましては、３カ月に１回、当番を決めるために集まっていただいて、

その折に、搬送車の取り扱いですとか、ストレッチャーの使い方、全脊柱固定、バッ

クボードに乗せるやり方とかそういったものの研修を毎回行っております。どうして

も夜間の出動になると、運転手と看護師１名での出動ということが問題になってくる

ところで、搬送車運転手の方で話し合いまして、待機している職員以外で、事前にど

うしても手がいることがわかるようであれば、呼べる時にはもう１人呼んでいくとい

う共通理解をしているところでございます。どうしてもの時には私も呼んでください

と言っておりますので、そういう体制で行っております。	 

	 代直医師の状況ですけれども、この代直医師の賃金の方には、ブレストピア宮崎病

院の方から火曜日、木曜日の午前中の応援診療、県立宮崎病院の研修医の先生に月２

回、夜の当直に入っていただきますので、その分も計上してあります。土日、祝日等

の代直につきましては、年間２３回ほど来ていただいております。月２回ほどは代直

の先生が入るという形で進んでいます。江南病院からは月１回、必ず来ていただくと

いうことで契約をしておりますので、その１回は必ず確保できているところでござい

ます。	 

	 また、協力体制ということですが、ブレストピア宮崎病院の方から火曜日と木曜日

の研修日に午前中だけ応援診療に来ていただいていましたけれども、諸所の問題等で

ブレストピアさんの方がなかなか来られない状況が出てきております。現在は月１回
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しか来ておりません。平成３０年度に入りましてから、村長といろいろ協力機関を探

していただきまして、平成３０年９月から三財病院の方から火曜日９時半から１６時

半まで、１日来ていただくような契約をさせていただいております。１０月からは第

２木曜日、第４木曜日も来ていただくということで、月７回来ていただくような計画

をいただいておりますので、こういったところで、先生方のご負担を減らす協力をし

ていただいているところでございます。以上です。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 了解をいたしました。私も診療所にお世話になっており

ましたので、内情、実情はある程度わかりますけれども、当時とは変わってきている

という気がしておりますが、お聞きしますとやはり手厚い診療体制をとっていただい

ているということが重々にわかりました。先生方も本当に昼夜問わずということでご

ざいますし、看護師さんもそうだと思います。今後も西米良村の診療についてしっか

りご尽力いただきたいとお願いをいたしまして、終わります。	 

○議員（５番	 上米良	 秀俊君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ５番、上米良	 秀俊君。	 

○議員（５番	 上米良	 秀俊君）	 今年の２月に病院に実際にお世話になりました。１０

日ほど入院させていただいて、その現場を目の当たりにしたところなんですけれども、

やはり看護師さん、看護助手さんの不足があったということで話を聞いていますと、

今夜も泊まりだと。休みはちゃんととっておられましたけど、本当に忙しく働いてお

られました。この概要報告等を見ますと、先生たちの確保、看護師さんの確保等につ

いては今後も検討しなければならないということは記してあるわけなんですけども、

おそらく新規の職員採用、看護師さんの採用がなければ、どんどん深刻な問題になっ

てくることも重々わかっているんですけども、今後具体的にどういう方法で職員の確

保を進められるのか、考えておられることがあれば、担当課長にお伺いしたいと思い

ます。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 診療所事務長。	 

○診療所事務長（渡邉	 智紀君）	 ただ今の質問にお答えいたします。医師の確保につき
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ましては、片山所長の方が定着いただきました。自治医科大学卒の先生を県の方から

派遣いただいて、２名体制で行っておるところで、現在のところその状況で進めてい

きたいと思っております。一番問題なのが、おっしゃるとおり看護師の確保という問

題で、今年度も昨年度も、その前も、募集をかけさせていただきましたけれども、応

募が０というような状況でございます。看護協会、看護大学の方まで出向きまして、

募集の状況等をお知らせして、周知を願っておるところなんですけども、どうしても、

看護大の方でも県外に出ていく方が多いという話を聞きますし、新卒の看護師さんを

確保するというのは、なかなか難しい状況もあるところです。今年の採用試験では年

齢の上限を上げさせていただいて、募集をかけたところですけども、それでも来なか

ったという状況で、どうしても縁やゆかりがあって帰ってくる方、また結婚してこち

らに来られる方というのがいないと難しい状況もございます。先日の中でも菊池奨学

資金の話も出ましたけれども、そういった奨学金等の整備をしておる市町村、自治体

もございますので、そういったところの話も聞きながら、今後いろいろと検討して看

護師の確保を進めていかないといけないなというところと、通年の募集をかけたいと

いうところもございますので、そのあたり、村の方とも話をさせていただいて、進め

ていければと思っているところです。以上です。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 今、事務長が言ったとおりですが、担当課長にも各学校を巡

回していただきまして、いわゆる募集をかけ、そして事情をお伺いしたんですが、は

っきり言いまして、新卒では一定の人が今はもう、ほぼいません。ほとんどが紐付き

です。だから私どももそれらについては、やはりそういう形の新たな看護師やら技術

員その他の、介護士もですが技術員の募集の方策を今、練り直しているところであり

ます。新年度からそういうふうにできればと思っているところです。私も看護大に行

ってトップとも話をしましたけれども、なかなかやっぱり看護師にしても保健師にし

ても、都会に引っ張られる。給料がいい、専門性が高い専門の勉強ができる、休暇が

いっぱいとれる、それから都会である。この４つの理由があって、どうしても半分以

上が取られるということであります。中には、課長の報告によりますと、ほかの県は
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すごいアプローチがあるそうですけど、宮崎はアプローチが弱いというのもあるそう

でございますから、西米良はアプローチが強いぐらいしなきゃいかんのだろうと思い

ます。改めて検討し直して、確保のための方策を構築してまいりたいと思います。	 

○議員（５番	 上米良	 秀俊君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ５番、上米良	 秀俊君。	 

○議員（５番	 上米良	 秀俊君）	 いろんな方策の対策を講じられておられるということ

で、大変難しい問題であろうかと思いますし、条件のいいところに就職をされるとい

うことでございます。今後よき方向に行くように、よろしくお願いをしたいと思いま

す。終わります。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 お伺いいたします。まず１点、歳入に関してなんですけ

ども、１６ページです。雑入がございます。その他の雑入が昨年と比較すると少々伸

びておりますけども、この内容についてお伺いいたします。	 

	 それから、平成３１年度で起債の償還が終わるということで、一般会計からの繰入

等も当然減ってくるものであろうかと思うんですけども、起債の償還が終わるという

ことは、施設のいろいろと傷んでいるところ等、出てきているのかなという気もいた

します。平成３１年度以降になろうかと思うんですけども、施設の改修等が現状とし

て、あるのかないのかと、以前もお聞きしているんですけども、備品の整備等につい

ての今後の方向性等をまたお伺いしたいと思います。	 

	 それからもう１点、以前から歳入の分で収入未済が４７万円程度ずっと上がってお

るということで、これも既に２０年以上あるんですけども、実際問題としてもう回収

が不能なのではないかという話も聞いたりいたします。であれば、もう不納欠損処理

として落としてしまって、上げるべきではないかなという気もいたすものですから、

それについてお伺いをいたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 診療所事務長。	 

○診療所事務長（渡邉	 智紀君）	 ただ今の質問にお答えします。１６ページの雑入の、

その他の雑入のところになりますが、その他の雑入につきましては、内訳としまして、
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主なものにつきましては、研修医の受け入れ、学生の受け入れに対する謝金、診療所

に設置してあります自動販売機の売上の一部が、その他の雑入の方に計上してござい

ます。	 

	 次に平成３１年度以降の施設の整備につきましてですけども、確かに建設以来１３

年、１４年を超えてきておりまして、いたるところに不備、故障等が出てきておりま

す。その都度改修をしてきておるところですけれども、大きな、施設全体の改修とい

うものは考えてございませんけども、法律で義務付けられたスプリンクラーの設置に

つきましては、平成３１年度以降に県の補助金があるうちに実施してきたいと考えて

おるところでございます。並びに備品の整備状況につきましてですが、起債の償還が

終わりまして、一般からの繰入が減ってくるという時期に合わせまして、今年レント

ゲン等の入れ替えを考えておるところです。だいたいそれで医療機器のいったんの更

新は終わってしまうのかなと思いますので、また今後年次的に備品等、医療機器等の

補修につきましては、耐用年数等を考えながら進めていきたいと考えております。	 

	 最後に未収金のことになりますけれども、１６ページに４８万６，３３８円の収入

未済額が上がっております。これにつきましては、おっしゃるとおり、平成１３年か

ら１７年度分、ずっと未済額ということで計上が上がっているところでございます。

病院会計のころからの引き続きの未済額となっておるところでございます。これにつ

きましても以前から不納欠損処理という話も出てきておるところでございます。平成

１７年の最高裁の判決によって、公立病院の負担金の方が民法の既定を受け、時効が

３年となっております。これについて、時効の中断があるんですけども、これまでの

認識で督促状を出しておれば、時効が中断されるということで、話をしてきておると

ころだと思いますけれども、県北の国保診療施設の協議会等で話がたびたび出るんで

すが、その中で、督促状だけでは時効の中断にはならないということで、請求につき

ましては、裁判所からの請求ということにならないと時効の中断にはならないという

ところです。そういうことを鑑みますと、既に時効が成立しているのではないかとい

う話にもなりますので、このあたりはもう少し検討させていただきまして、県北の協

議会等での話等もまた進めさせていただきまして、できれば時効の成立が確かだとい

うことになりますれば、負の欠損という処理をさせていただく方向で進めていきたい
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と思いますので、もう少しお時間をいただきたいと思います。よろしくお願いします。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。時効の成立云々というのも当然重要な点

であろうかと思います。当事者がお金を払っていただくのは当たり前の話なんですけ

ども、本人がおられない、その下もおられないとか、さらにその下までと、どこまで

も追いかけていってというのも、現実的にどうなのかというのもありますので、そこ

はぜひそういった形で、処理できるものであれば処理を進めていただければと思って

おります。	 

	 それからすみません、もう１点確認なんですけども、診療所に昨年、追塩装置とい

うことで塩素の濃度の話の機械を取り付けていただきました。その後特に問題がない

かだけをお伺いいたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 診療所事務長。	 

○診療所事務長（渡邉	 智紀君）	 昨年度、追塩装置ということで塩素の濃度を調整する

機械を付けさせていただきましたけれども、その後、給食３階の方で毎日塩素の濃度

を測っておりますけれども、基準以上のものが出ておるということで、問題ないとい

うところでございます。以上です。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ３番、上米良	 玲君。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 ２１ページの診療所１階照明ＬＥＤ改修工事なんですが、

たまたま前年度と金額が一緒になったのかなと思うんですが、１階部分と２階部分で

前年度と同額になっていますので、たまたまなのか、お聞きしたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 診療所事務長。	 

○診療所事務長（渡邉	 智紀君）	 １階のＬＥＤ改修工事につきましてですが、入札の結

果でございますので、たまたま同額になったものだと考えております。以上です。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ほかにありませんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。討論はありま
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せんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 討論なしと認めます。これで討論を終わります。	 

	 これから、認定第３号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり認定す

ることに、ご異議ありませんか。	 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 異議なしと認めます。従って、認定第３号平成29年度西米良村

特別会計国民健康保険診療施設勘定会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり

認定することに決定しました。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ここで、暫時休憩といたします。	 

午前９時57分	 

------------------------------------------------------------------	 

午前10時15分	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 それでは休憩前に引き続き、会議を開きます。	 

―――――――――――――・―――――・―――――――――――――	 

日程第３．認定第４号	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 日程第３、認定第４号平成２９年度西米良村特別会計介護保険

事業勘定会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。提出者の説明を求めます。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 ただ今上程いただきました、認定第４号平成２９年度西米良

村特別会計介護保険事業勘定会計歳入歳出決算認定につきまして、提案理由の説明を

申し上げます。	 

	 まず本村の介護保険の概要でございますが、平成３０年３月末における、第１号被

保険者数は４９８名で、前年度比８名の減となっております。そのうち介護サービス

及び介護予防サービスを受けられる認定者数は８０名で昨年と比べ、９名の減となり

ました。介護保険財政に大きな影響を与える、施設入所に係る施設介護サービス費は、

保険給付費全体の６４．４％を占め、前年度と比べますと２．３％の減となりました。
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平成２９年度の決算は、歳入合計２億３，５９２万９，５６９円、歳出合計２億

１，０２９万５，９８３円となり、差引２，５６３万３，５８６円が次年度への繰越

となりました。	 

	 まず主な歳入についてご説明いたします。介護保険料２，５５５万３，９９２円は、

村民の皆様のご理解とご協力により、引き続き完納していただいておるところであり

ます。	 

	 国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、一般会計等繰入金につきましては、介護

給付費及び地域支援事業に係る費用の見込額に対する一定の割合で算出されたもので

ございます。	 

	 次に主な歳出についてご説明いたします。総務費１，３９８万７，０３１円は、職

員人件費、システム保守料、保険料の賦課徴収費、介護認定審査会の経費などとなっ

ております。	 

	 保険給付費１億７，４９９万９，０２４円は、前年度比１，１９６万７，３１４円

の増となりました。主な原因といたしましては、デイサービスの利用者や、老人介護

施設等への入所者増に伴い、居宅介護サービス給付費と施設介護サービス給付費が増

加したためであります。	 

	 また、地域支援事業費は、要支援者に対するデイサービス及び訪問介護が総合事業

へ移行されたことによりまして、５３０万５，９８０円の増となりました。	 

	 以上、決算の概要について申し上げましたが、詳細につきましては、ご質疑に応じ

まして、担当課長をして説明いたさせますので、よろしくご審議の上、認定賜ります

ようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 提出者の説明が終わりました。これより質疑を行います。認定

第４号について質疑はありませんか。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 それでは、担当課長にお伺いしたいと思います。１３、

１４ページになりますけども、介護認定審査会費の中で、負担金、補助金及び交付金

ということで、西都市・西米良村介護認定審査会負担金３８万５，５５２円という決
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算額が上がってきておりますが、これにつきましては、審査会に係る審査員の方々の

報酬が主ではないかと認識しておりますけども、前年度からすると、前年度が２４万

６，８３６円ということで、約１４万円上がってきております。多分審査件数が増え

たのかなと想像しますが、この件数と、西都と西米良の負担金自体按分をされると思

いますが、按分の内容について伺いたいと思います。	 

	 それともう１点ですが、２２ページになります。一般介護予防事業費の中の委託

料、介護予防運動教室運営委託料というのが９９万６，３００円、決算額が上がって

きておりますけども、委託の内容、どのようなことをされているのか。２点伺います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。まず、介護認定

審査会負担金についてでございますが、議員さんのおっしゃったとおりでございます。

認定審査会の委員の報酬と費用弁償、旅費ですね。それと審査会に係る諸経費。これ

を足したものを西都市と西米良村の認定審査数で按分するものでございます。ご指摘

があったとおり、昨年度と比較すると非常に大きくなっております。これは私も非常

に気になっておりまして、実は事前に西都市にも、なぜ上がっているのか聞いたとこ

ろでございました。ご説明申し上げ辛いところもあるんですが、西都市からも言って

いいということだったので、お話をさせていただきますと、実は平成２８年度の西都

市が算定した算定数字が間違っておりまして、非常に安くなっていたということでご

ざいました。ただ決算も迎えたこともあるということで、これについてはこのままい

かせていただきますが、平成２９年度からは正しい額で納付をお願いしますというこ

とで、させていただいたことでございます。平成２８年度も２９年度も、実は大きな

変動数はございません。ですが、平成２８年度の算定が間違っていた、平成２９年度

は適正な数字でございますので、今後もこのような数字でいくのではないかと考えて

いるところでございます。	 

	 それから資料の２２ページの介護予防運動教室の委託料につきましては、活き活き

教室というのを開催いたしております。これは、要介護状態になるのは、高齢者の骨

とか筋肉とかが衰えていくことにより、骨折等が起きまして、寝たきり状態になると。

寝たきり状態になりますと認知症も進んでいって、要介護度も上がっていくという、
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負の連鎖が考えられているところでございます。こういったものを予防するために、

各地区、今現在は村所地区、小川地区、板谷地区、竹原地区、上米良地区の５地区に

おきまして、このいきいき体操を行わせていただいておりまして、昨年度の実績を申

し上げますと、全体で１２７回の開催、のべの参加者が１，１６７名ということでご

ざいます。私も参加させていただくんですが、元気に体操をしていただいておりまし

て、特にお茶を飲む時間なんかは会話にも花が咲いて、非常に楽しそうに参加をして

いただいておるところです。あわせまして今年度、社会福祉協議会の事業とも連携し

まして、例えば小川の参加者に板谷地区に行ってもらって、板谷地区の方と交流しな

がら体操することによって、さらに楽しみに思ってもらおうと。それを楽しみにして、

また参加者が増える、というような取り組みも、試行的に今月からやろうということ

になっておりますので、さらなる事業の充足化を図っていきたいなと思っているとこ

ろでございます。以上です。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 負担金についてはわかりました。本村でそういうことが

ないように、１つお願いをしたいと思いますが、介護予防の教室につきましては、私

も大変いい、楽しいというお話を聞いております。ただ、固定化される傾向があると

いうこともありますので、そのへんも留意されて、今後しっかりとこういった健康づ

くりの事業に進めていっていただきたいと考えます。以上です。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ３番、上米良	 玲君。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 １６ページの福祉用具購入費、住宅改修費、それぞれ３

件ずつの実績があるようですが、この内容についてお聞かせください。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。福祉用具購入費

の３件でございますが、これは９割を補助しているものでございますが、ポータブル

トイレを２台、それと浴槽に置く台を１台、合計３台ということになっております。

それから住宅改修費につきましても、これも９割の補助をさせていただいております

が、家庭の段差の解消が１件でございます。それから手すりの設置が２件。合計３件
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となっております。以上でございます。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 それではお尋ねをいたします。平成２８年度までの結果

を踏まえて平成２９年度の事業を進められていると思っておりますが、以前から、介

護状態になった方についてはそれ以上介護が進まないように、それから一番大事なの

は、要介護状態にならないようにする取り組みが非常に大事であろうということで、

お話をさせていただいているところなんですけども、平成３０年度から地域包括ケア

システムが改正されて動いているかと思うんですが、今現在どのような形で、要する

に本村ならではの地域包括ケアシステムということがうたわれているんですけども、

どういった点で「ならでは」と言いますか、取り組みをされているのかという点につ

いてお伺いいたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。いわゆる平成

３０年度から今まで要支援者にかかってきていました介護サービスにつきまして、一

部外れているというところでございます。そういったものにつきまして、村独自で、

いわゆるホームヘルパーさんの事業であったり、そういったものについて、要支援者

に該当しなくなったものも村の事業として実施しているというのが、１つ大きなもの

だと思っております。それから、先ほど申し上げました、健康活き活き体操をさらに、

先ほどご指摘があったんですが、参加される方も固定化していて、そういったことも

あります。特に男性がなかなか参加していただけないというところもありまして、女

性の平均年齢が高いのもそういったところにあるのかなということも感じております

が、そういったところの参加。そして、生きがいづくり。そして、前々から居場所を

つくらんといかんという話も出ていると思うんですけれども、そういった居場所の設

置も今後考えていきまして、どうしても家から出辛いといいますか、家にこもってし

まう高齢者をなんとか社会に出してあげるための、ホップ・ステップ・ジャンプじゃ

ないですけれども、１段階目としてその居場所に出てきていただいて、そしてそこに

いる方々と触れ合うことで、外に出て行く。元気な高齢者はおがわ作小屋村であった
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り、百菜屋であったりとか、そういったところにどんどん出て行くことでさらに元気

になっていただくんですけれども、家にこもっている方は、どうしても体が弱ってま

いりますので、そういったことがないように、そういった方々をなるだけ引き出せる

ように取り組んでいきたいと考えているところでございます。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。やはりそういった事業を積極的に進めて

いただいて、１人でも多く健康寿命を延ばしいけるように、今後努力を続けていただ

ければと思っております。そういった事業を行う際に、生活支援コーディネーターの

方々が個別に訪問等もされて、一生懸命そういった予防活動であったり、いわゆる話

し相手になられたり等もやられているようでございます。介護の現場であったり、そ

ういった事業というのはおおむね人不足ということで、なかなか厳しい状況もあろう

かと思うんですけども、実施、生活支援コーディネーターの方も、今は１名であろう

かと思うんですが、今後、人数的に増やされるのか、増やされないのか。増やすとい

っても人がいるわけでもないですし、どのような活動を行うかというのが、やはり一

番だと思うんですけども、そういったことを考えた時に、そういうきめ細やかなサー

ビスをされる方々を確保するのに今、報酬が計上されておりますが、これが高いのか

安いのかという話もあろうかと思います。私は個人的には安いんじゃんないのかなと

思うものですから、そういった点も含めて、予防事業とかそういったものに、ある程

度お金をかけていただいて、そういう方々を減らすという。直接、いきなり減るとい

うことは考えられないですけども、そういうことも大事なのではないかと思いますの

で、１つご検討をお願いしたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ありがとうございます。生活支援コーディネーターに

つきましては、確かに今、１人で頑張っていただいております。それと、先ほどの議

会でも補正予算で介護福祉士１名の追加の予算もいただいたところでございますので、

生活支援コーディネーターとあわせて活動を活性化していただきたいと思っておりま

すが、生活支援コーディネーターの役割としましては、村内の困っている方々の情報
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を把握して、その方々が、どうやったら在宅で生活できるかとか、例えばその方がど

ういうことで困っていて、こういう方が、病院とつなげば自宅で生活できるとか、例

えば保健師につなげばいいとか、そういったことをコーディネートしていくのが、生

活支援コーディネーターの仕事となっておりまして、今、ニーズ把握に自分で回って

いるということで、非常に人手が不足しております。今年度、実は地域には民生委員

さんもおって、民生委員さんたちも非常に活発に地域を回って見守ってくださってお

ります。そういった方々と情報共有を行うことで、なるだけ生活支援コーディネータ

ーが地域に出なくても情報が入ってくる、もちろん出るんですが、情報をもらって、

支援が必要な人に対して適切な支援をしていくという仕組みづくりにも取り組んでお

りますので、今後ますます活躍をしていただこうと思っております。報酬の高い低い

については、また検討させていただきます。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ほかにありませんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。討論はありま

せんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 討論なしと認めます。これで討論を終わります。	 

	 これから、認定第４号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり認定す

ることに、ご異議ありませんか。	 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 異議なしと認めます。従って、認定第４号平成29年度西米良村

特別会計介護保険事業勘定会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定する

ことに決定しました。	 

―――――――――――――・―――――・―――――――――――――	 

日程第４．認定第５号	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 日程第４、認定第５号平成２９年度西米良村特別会計後期高齢

者医療事業歳入歳出決算認定についてを議題とします。提出者の説明を求めます。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 
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○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 ただ今上程いただきました、認定第５号平成２９年度西米良

村特別会計後期高齢者医療事業歳入歳出決算認定について、提案理由の説明を申し上

げます。	 

	 平成２９年度決算額は歳入合計２，４４４万８，３５４円、歳出合計２，１８２万

５，０２７円となり、差引２６２万３，３２７円を次年度への繰り越すものでござい

ます。	 

	 次に医療費の状況でございますが、医療費総額は、合計２億７，２９８万３，７６０

円で、前年度と比べまして１，２９９万２，８８０円の増でございます。また１人当

たりの医療費も８８万５９３円、６．０％の増となりました。	 

次に主な歳入についてご説明いたします。保険料１，０４３万６，６００円は前年度

と比べ、０．２％の増となり、引き続き１００％完納をいただいておりまして、村民

の皆様方のご理解、ご協力に感謝をいたすところであります。	 

	 繰入金１，０４０万４，７１６円は総合システム保守料や消耗品の事務費の繰り入

れ、及び低所得者の保険料軽減分を公費により補填する保険基盤安定繰入で、前年度

比９万５，４３１円の減となりました。	 

	 諸収入１８０万３，７７４円で、後期高齢者医療広域連合からの健診受託事業など

によるものでございます。	 

	 次に歳出についてご説明いたします。後期高齢者広域連合納付金は１，８１１万

３，４１６円で、前年度と比較いたしまして８万２，１６９円の増となりました。ま

た保険事業費は３０１万６６１円で、がん検診助成金等や高齢者向け栄養教室をなど

の実施に伴い、前年度比１７万８，４８０円の増となりました。	 

	 以上、決算の概要について申し上げましたが、詳細につきましては、ご質疑に応じ

まして、担当課長をして説明いたさせますので、よろしくご審議の上、認定賜ります

ようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 提出者の説明が終わりました。これより質疑を行います。認定

第５号について質疑はありませんか。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 
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○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 １３、１４ページの繰出金でございます。不用額が１６２

万２，０００円発生ということでございます。これにつきましては、代表監査委員の

方からもご指摘がございましたので、内容については皆さんご承知おきということで

ございますので申し上げませんが、いわゆる事務的ミスであるということでございま

す。これは、私も間違いは多分にありますので、強くは言えませんけども、しかし事

務的に間違いということであれば、人為的ミスでありますので、今後担当者への指導

等を含めて対策をどうしていくのか、担当課長に伺いたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。これは言い逃れ

ようのない事務的ミスでございまして、大変申し訳ないと思っております。職員にも、

せっかく議会でお認めいただいた予算でもありますし、今回も同じようなことを一昨

日、お認めいただいたわけでございます。こういった、認めていただいた予算につき

ましては、すぐに執行するということで、後延ばし後延ばしにすることで忘れること

だろうと思いますので、すぐに執行していく。これに限らず、当初予算等につきまし

ても、いただいた予算につきましては、早めに執行していくということで、徹底して

指導させていただきたいと思っております。この件につきましては本当に申し訳あり

ませんでした。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 私の方からもお詫び申しあげます。所定の手続きをしていな

かったということであります。大変遺憾であります。以後ないように気をつけます。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 了解をいたしました。今後ともしっかりと、大事な公金

でございますので、対応していただきたいと存じます。以上です。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 
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○議員（１番	 中武	 智和君）	 それではお伺いいたします。受託事業収入の中の重複頻

回受診者訪問指導業務収入というのがありますが、これについては昨年度よりもかな

り増えてきておろうかと思います。要するに重複頻回の方がかなりたくさんおられて

増えたのか、それとも指導の件数、実績が増えたのか、多分いろんな要素があろうか

と思うんですが、内容についてお伺いいたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 この件につきましては、後期高齢者医療広域連合の方

から委託をされている事業でございます。いわゆる重複頻回受診者について指導する

というものでございまして、これは実は昨年度からかなり力を入れてやっております。

そういったことで額が上がっているということでございますが、これは１件に対して

５，８２０円の委託料をいただけるということでございまして、３１件について指導

させていただいておりますので、その収入ということになっております。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。やはり重複であったり頻回をされる方は、

かなりおられるということでしょうか。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 かなりということはございませんけれども、後期高齢

者医療広域連合から、こういった方々が重複で受けていらっしゃいますよと、データ

をいただけることになっております。私たちはその後期高齢者医療広域連合から委託

を受けて、回ってくださいと言われたところについて回る、ということにさせていた

だいております。それによって医療費の削減につなげていくことになっております。

後期高齢者の医療費削減というのは非常に難しいものがありまして、７５歳以上にな

るとみんな後期高齢者に入ります。国保で予防していても、例えば社会保険であった

り、共済保険であったり、いろんな方々が混ざって、一般的に言う医療費がかかる世

代が集まっての保険ということになりますので、少しでも医療費が下がる努力を、私

たちも必要と思っておりますので、今後も力を入れてやっていきたいと思っております。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 議長。	 



—	 	 —	 31	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ３番、上米良	 玲君。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 １０ページの長寿・健康増進事業補助金ということで、

１８万１，２８１円上がっておりますが、前年度の決算の折には、広域連合で実施し

ている事業ということで、昨年度は低栄養素予防の教室を行ったと伺ったんですが、

今年度も同じような事業をなされているのでしょうか。お聞かせください。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 これにつきましては、活き活き教室だとか栄養教室等

の実施経費として後期高齢者医療広域連合から交付をいただいているものでございま

して、実施料の満額をいただいているところでございます。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ３番、上米良	 玲君。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 先ほど課長の方からも言われたんですが、女性の方は参

加される方がたくさんいらっしゃると思うんですが、男性の方の参加の具合はどんな

感じなんでしょうか。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 福祉健康課長。	 

○福祉健康課長（吉丸	 和弘君）	 ご質問にお答えします前に、１点訂正をさせていただ

きたいと思いますが、先ほど活き活き教室と申し上げましたが、いきいき教室とあわ

せて行った栄養教室でございました。失礼いたしました。活き活き教室の参加者につ

きましては、私が把握している中では、ほぼ女性でございます。男性が参加していた

だいているのが、小川地区に数名、それと村所地区は４、５名ほど参加していただい

ているという状況だと思っておりますが、その他につきましては、おそらく女性ばっ

かりだったのではないかなと思っております。村所地区のことを申し上げますと、男

性が入っていただいているんですが、非常に和やかに楽しく活動されております。一

度参加してみると非常に楽しいものじゃないかなと思っておりますので、今後とも、

男性にも参加いただけるように推進してまいりたいと思っております。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ほかにありませんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。討論はありま
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せんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 討論なしと認めます。これで討論を終わります。	 

	 これから、認定第５号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり認定す

ることに、ご異議ありませんか。	 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 異議なしと認めます。従って、認定第５号平成29年度西米良村

特別会計後期高齢者医療事業歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定するこ

とに決定しました。	 

―――――――――――――・―――――・―――――――――――――	 

日程第５．認定第６号	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 日程第５、認定第６号平成２９年度西米良村特別会計簡易水道

事業歳入歳出決算認定についてを議題とします。提出者の説明を求めます。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 ただ今上程いただきました、認定第６号平成２９年度西米良

村特別会計簡易水道事業歳入歳出決算認定について、提案理由の説明を申し上げます。	 

	 まず本村の簡易水道事業の概要でございますが、平成２９年度末の給水人口は７５４

人で８カ所の浄水場から給水をいたしておるところであります。また、有収水量、こ

れは水道料金として換算された水量ということでありますが、８万５，８０７㎥で、

前年度と比較いたしまして、６．１％の増となりました。	 

	 次に決算の概要について申し上げます。平成２９年度決算額は、歳入１億５，０４７

万６，００８円に対し、歳出１億４，７６５万９，６３５円で実質収支が２８１万

６，３７３円となります。	 

	 まず主な歳入から申し上げます。水道使用料は１，２５３万５，２０８円となり、

前年度と比較いたしまして４．０％の増となりました。	 

	 国庫補助金２，９３９万４，０００円は、簡易水道基幹改良事業の実施によるもの

でございます。	 
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	 諸収入１７１万６，５７０円は、平成２８年度消費税及び地方消費税の確定による

還付金でございます。	 

	 村債７，３２０万円は、簡易水道基幹改良事業の財源として簡易水道事業債と過疎

対策事業債を借り入れたものでございます。	 

	 次に主な歳出について申し上げます。各浄水場の緩速ろ過池洗砂料と、電気計装施

設等の保守点検料を含む委託料、２８２万７，３３２円。	 

	 簡易水道基幹改良事業等の実施に伴う工事請負費、１億８１３万６，０００円とな

りました。なお今回の工事請負費の内訳は、宮の瀬・田之元地区の排水管を更新し、

新規に縄瀬地区の一部を整備したものでございます。公債費は２，１０７万７，９０６

円となりました。	 

	 平成２９年度末償還残高は、４億１，５４２万６，０００円となっております。	 

	 以上、決算の概要について申し上げましたが、詳細につきましては、ご質疑に応じ

まして、担当課長をして説明いたさせますので、よろしくご審議の上、認定賜ります

ようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 提出者の説明が終わりました。これより質疑を行います。認定

第６号について質疑はありませんか。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ２番、白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 担当課長にお伺いをいたします。今現在、簡易水道が６

カ所、それから飲料水供給施設が１カ所ということで、事業されていますけども、平

成２９年度につきましてもありましたように、簡易水道の改良工事、それから一般家

庭の飲料水施設の整備。整備も８カ所されたということでございました。本当に高齢

化が進む中で、飲料水の取り口の水あてとか、大変な作業もこれによってかなり軽減

されているということで、住民の方にも大変喜ばれていると考えます。そんな中、ま

だまだ整備が必要なところも村内にあろうかと思いますが、これにつきましては、ま

だ償還も残っておりますし、大きな予算を伴うものとは思いますけども、今後の簡易

水道事業、そういったものの予定、計画があれば、伺いたいと思います。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 建設課長。	 
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○建設課長（上米良	 敦君）	 ただ今の白石議員のご質問にお答えしたいと思います。現

在、先ほど言われた施設を建設課の方で管理させていただいております。平成２８年

１０月に水道未普及地域解消計画書を作成しておりまして、その当時、計画給水区域

外というのが７地区ございました。そのうち、縄瀬水道組合というのが、先ほど村長

が説明されました水道整備の事業で１つ解消ということになっております。さらに板

谷地区を整備しまして、飲料水供給施設として整備を終わっております。さらに八毛

巻地区水道組合につきましても、平成２９年度の繰越事業で平成３０年度に完成をし

ているんですけれども、そちらで取水施設の新設工事を行っております。八重水道組

合につきましても、今年平成３０年度に飲み口の整備をする予定としております。こ

ちらについては一般家庭飲料水の整備補助金でやる予定でございます。残っている地

区は、上米良水道組合、田無瀬水道組合、竹原水道組合の３つが未普及の地域となっ

ているところでございます。	 

	 先ほど平成２９年度末の償還残高の金額をご提示しておりますが、償還が平成４２

年に終了する予定となっております。償還のピークが平成３３年から３４年で、

５，０００万円程度予定しており、それから徐々に減ってはいくんですけども、様子

を見ながら、また、地域の方々と協議をしながら、今後計画を進めていきたいと考え

ております。以上です。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）、２番	 白石	 幸喜君。	 

○議員（２番	 白石	 幸喜君）	 了解をいたしました。課長が言われたとおり、償還額も

これから増えてまいりますが、住民の方の意向というのも十分にあろうかと思います。

また、担当課でされておりますメーター検針等も大変ではないのかなと考えますが、

大事な飲料水等でございますので、住民の方のためにも今後、長期的な計画でよろし

いので、しっかりとした計画を立てていただいて、事業実施に向けてやっていただき

たいと考えます。以上です。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ３番、上米良	 玲君。	 

○議員（３番	 上米良	 玲君）	 水道の関係のことなんですが、水道の元口の水が減った
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り、前年度は凍結でパイプが破損するなど、緊急の折の担当の職員であったり、日中

問わず休みなり、夜中だったり、水道の方に駆けつけているというお話を聞いており

ます。その分の職員さんの負担を軽減するのも大事なことであろうかなと思っておる

んですが、外部に委託するのが一番簡単なことなんですが、委託をすれば経費がかさ

むというところで、担当の職員さんに頑張ってもらわないといけないのかなとは思っ

ているんですが、そのへんの打開策というか、その点に関してはどのようなお考えを

お持ちなのかをお聞かせください。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 建設課長。	 

○建設課長（上米良	 敦君）	 今のご質問にお答えしたいと思います。今、職員としまし

ては建築以外で技術職というのが、私を含めて３名で、水道担当が別に１名いるんで

すけども、大きな修理については外部に委託をさせていただいております。簡易なも

のについては職員間で連絡を取り合って、夜間であっても１人ではなく２人体制で今、

行っている状況です。近年、いろいろ整備をさせていただいた関係で、修繕というの

がかなり減ってきているような状況です。今のペースでいっても、前ほど修理は出て

いないような状況です。ただ、凍結とかそういうのに関しては、今後出てくるところ

もあると思うんですが、今年度、漏水、不明管とかの調査を予算計上させていただき

ましたので、そのへんを早急に対応して、今後の維持管理に努めていきたいと思って

おります。以上です。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ほかにありませんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。討論はありま

せんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 討論なしと認めます。これで討論を終わります。	 

	 これから、認定第６号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり認定する

ことに、ご異議ありませんか。	 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 異議なしと認めます。従って、認定第６号平成２９年度西米良
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村特別会計簡易水道事業歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに

決定しました。	 

―――――――――――――・―――――・―――――――――――――	 

日程第６．認定第７号	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 日程第６、認定第７号平成２９年度西米良村特別会計下水道事

業歳入歳出決算認定についてを議題とします。提出者の説明を求めます。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 村長。	 

○村長（黒木	 定藏君）	 ただ今上程いただきました、認定第７号平成２９年度西米良

村特別会計下水道事業歳入歳出決算認定につきまして、提案理由の説明を申し上げま

す。	 

	 まず本村の下水道事業の概要についてでございますが、平成２９年度末の処理人口

は４３３名で区域内の９８．４０％の方が下水道に接続されておるところであります。	 

	 また村内における生活排水処理人口は９６４人となり、８３．８％の方が下水道や

合併処理浄化槽を使用されております。これは県下でもトップクラスだと思います。	 

	 有収水量は４万９，２７３㎥で、前年度と比較いたしまして１．９％の増となりま

した。	 

	 次に決算でございますが、決算は歳入２，５１３万６，４１０円に対しまして、歳

出２，３０７万６，２０５円で、実質収支が２０６万２０５円となりました。	 

	 歳入の主なものといたしましては、下水道使用料７３１万１，０９０円は前年度と

比較いたしまして、２．７％の増。	 

	 繰入金１，５１７万８，０００円は、前年度と比較いたしまして４３．７％の増と

なりました。	 

	 負担金１２５万７，０００円は、前年度と比較いたしまして２１．１％の減となり

ました。	 

	 次に歳出でございます。歳出につきましては、歳出総額２，３０７万６，２０５円

となりました。歳出の主なものといたしましては、需用費６８２万４８０円は、前年

度との比較で９６．１％の増となりました。これは浄化センター施設修繕によるもの
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でございます。	 

	 役務費は１０１万２，６９３円、前年対比２．１％の減。	 

	 公債費１，１３１万２，８７２円は、前年度と同額となりました。なお平成２９年

度末公債費の現在高は９，９７４万１，０００円となっておりまして、平成４２年度

に償還が完了する見込みでございます。	 

	 以上、決算の概要について申し上げましたが、詳細につきましては、ご質疑に応じ

まして、担当課長をして説明いたさせますので、よろしくご審議の上、認定賜ります

ようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 提出者の説明が終わりました。これより質疑を行います。認定

第７号について質疑はありませんか。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 それではお尋ねをいたします。監査委員さんからの指摘

事項と言いますか、決算の中であったんですけども、雨が強い時には雨水が流れ込ん

でおって、それがそのまま排出されておることもある、という内容がございました。

これに対して早急な原因究明と対策をということだったんですけども、その後、今現

在どのように取り扱われているかということをお尋ねします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 建設課長。	 

○建設課長（上米良	 敦君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。先ほどの雨水の混入

につきましては今、３件ほど見つけておりまして、そこは改修していただいておりま

す。あとはもう、１件１件当たっていくという手法しかなく、あとは煙を使ったやり

方もあるということで、煙を逆流させて宅内の方に送るというやり方もあるんですけ

ども、管が必ずしも管ではなく、家につながったりするといけないということで、い

ろんなやり方を今、模索しているところで、今後はまた、１件ずつでも怪しいところ

を探っていく予定にはしております。以上です。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。雨水が流れ込むということになると、か
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なりの流量になろうかと思いますので、できるだけ調査をかけていただいて、適正に

取り扱っていただければと思います。	 

	 それから当然のことながら、施設がもう２０年近く経過しますので、修繕等もいろ

いろ上がってきております。おそらく段階的に、施設の内部の修繕をされる計画を立

てておられるんだと思うんですけども、おおむねどのような計画になっているのかに

ついてお尋ねします。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 建設課長。	 

○建設課長（上米良	 敦君）	 ただ今のご質問にお答えいたします。下水道処理場につき

ましては平成１２年から稼働しまして、約２０年経過しております。平成３２年に調

査設計を行いまして、長寿命化に向けての策定計画を立てる予定としております。以

上です。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 議長。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 １番、中武	 智和君。	 

○議員（１番	 中武	 智和君）	 了解しました。起債の償還が終わる時がもう、だいたい

３０年経過するぐらいの時ですので、その時になるとかなり、やはり３６５日２４時

間動いている施設ですので、いろんなところに傷みが出て当然であろうと思います。

止まることのないように、必要な箇所は随時調査していただいて、整備に努めていた

だければと思います。以上です。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 ほかにありませんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。討論はありま

せんか。	 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 討論なしと認めます。これで討論を終わります。	 

	 これから、認定第７号を採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり認定す

ることに、ご異議ありませんか。	 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 異議なしと認めます。従って、認定第７号平成29年度西米良村
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特別会計下水道事業歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決定

しました。	 

○議長（濵砂	 征夫君）	 以上で、本日の日程は全部終了しました。	 

	 次の会議は、９月２５日午後に開きます。議事は、一般会計補正予算（第７号）及

び一般質問を予定していますので、ご参集願います。	 

	 本日は、これで散会します。ご苦労さまでした。	 

○事務局長（濵砂	 雅彦君）	 一同ご起立ください。一同礼、お疲れさまでした。	 

午前11時５分散会	 

	 

	 


